
1938年 4月 26日 の大紅焔に就いて

小岩井誠

On the High Eruptive SoJar Prominence of April 26, 1938、

By M. Koiwai. 

Abstract :-A remnrkl¥ble eruptive promin阻 cew回 vlsiblo011 the e凪BtIJmb of the削 n,about 
80" south of the equator, on色liemorning of April 26, 1988. 
The prominence a~ended very quickly and.reached n hight abou色880thousancl km nt about 

911 som (J. S. T.) nnd仙.ennn end of t,he promin日neeconsidornbly curved toward事heequa旬 r.
A pLU・6of曲。 p1・omine11ccseemed色Ocontinue its nsccn1ling f叩 tnre,nnd l・he other pnrt began 
もodescend. 
BeもweenSh 85川 nnd!l11 44'im, 28 me舗urementswere mntle every few minutes with t.!10 Zeiss 

2併 nequatorial, using拍eHo line. 
The m偶 nnscending velocity ofぬepro凶inencoderived from tho fi開色 40minut:es, was 

1却 km/sec. At fi同色bepr加 1泊四cerose slowly品bout28km/sec. ton height of 40.000km.岨 d
色henindi白色吋 a阻 dd佃 nccelerntionincreasing色hevelocity 850 km/sec. up色on height of 
140,000km. A finnl t'hnnge gnve n velocity of l20km/sec. up to a height of加，.OOOkm.
For about fif飽enminutes from 81・45由 corresponding色ooccur thegrent outburat, the moving 

g舗 esp11沼enteda grent n噌ativer以lialvelocity and nt the回 me七imeattained i旬 greatest
brilliancy. Considering the tremendo田 velocity，ぬegre.at brightness and山e1・oincidcnce of 
仙etime，白isspectncnlar eruption might be a邸 ocia旬dwi出もheradio fnde・out occurring at 
81145m, 

I色i自 known也前 radio色ransmissionfade・ou”もowhich was firs事calledatぬ白色ionby Dr. T. 
H. Dellin1ter, are olo鈎 lyOODnect.ed wi仙 brighthydrogon eruptlo国 parもioularlylocated at 
central portions of the閲 n.
To make自町e曲atany particular erup色ionmight occur on色hesurface of the sun，色heauthor 

岨 ked色othe astrooomers at Tokyo AsもronomicalObservatory to exa『nine仙eirspcctrohelio・ 
gm.me for that dates in que前ionand he wue informed that f・hru・e hlld b伺 nno unusual activif.y 
on the sun. 
"Therefore i色isptob山 le品川色heremarkable emp色村cpro111i”en co W岡 closelycounectctl 

wit.h tho radio fade・ouι 
Fino.Uy，出自 author 同a.~d the relation betwe阻山epomiuonce !lll<l flooc11li whkh a11pe組red

on the succe騎 ivedaもes.

I. 1938年 4月初日朝，柿岡地磁策担割問にて紅焔観測中に，剖・らやも ES-20・（太陽の絵謹

を東より甫へ29・〉附近に爆聾性の伶大たる念羽・紅焔を最初から翻担げる機舎を得たので其の概要

を報告する．此の硯測に使用せし器械は Ca1・lZeiss 20 om赤道機に直組分光器を附したもので，

水素の Ho線に依るものである． 太陽沼尻の撮影を絶P，紅焔観測も其の大部分をスキープし，目盛

環の 313・ K至った時，此の謹敷度に亙り異常及活畳紙態にあるを認めた．嘗時（81135•n）此の越の上
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廷は 50,000kmを
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あったが81140田翻

測を終了して念の

鴻再び 313＇。に民

った所，第1闘の
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此の紅焔は 300,000km tt:議する頃から著しく横tt:延びたので上延測定に困難を来し， 2誌に鮮細

は不明でるるが紅焔の上端がー郁は下降を開始し，他の一部は備上廷を穂積しつLあった如〈思は

れる．従って此の紅焔の最大上延は 350,000km或はより以上院建せしものと考へられる．

今迄に世界中で穣測された紅焔の最大上延は T.Roydsが 1928年11月19自に視測した胞9,000

Jonで， 0.J. Leeが 1920年 10月18等に測定した 830,000km〈但し Oa線〉が夫れに継ぎ，術

Pettitが 1919＆：手 7月 29日に観測した 800,000km噂がある．今度の紅焔は上越の緒観測に比

すれば遮〈及ぼたいのであるが柿阿で紅焔硯測開始以来に就いては稀有のものと考へられる．

III. 次に時間と上延距離を図示して見ると第2聞の如くで，最初から 40分間の平均上延温度を

求めて見ると 130

km/sec.と1iる．然

し聞からも明たる
32（）”。
soooo。

如〈数岡の速度饗 .21初（）（）（）

佑を衆して居り ， 280（）（）。

上延50,000kmま
240似ゆ

220000 
では上延速度 23 200000 

km／随c.であった 1800()0 

が gh451n頃から 160000 

遡度は爆強的に激
HOOO。

l20000 
増して剖Okm/s回． 100000 

以上の大連度で 80000 

140,000 km に謹 60000 

した．其の後は再
4000。

2唱000
び 120油／s肱に

事事 2 図

くこ 〉 ー

Motion of tho eruptive prominence of 26lh 
April 19.'IO 

M~nn velooi句： 1釦 km/s悦．
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減少して 310,000 11'85-+ 

km k建して後は一部は下降を始め叉他の一都は徐々に上延を楢観したと考へられる．

向，紅焔の上延速度が階段的に費化するととは Pettit＊に依り稽へられてゐる所で，彼は多数の紅

焔から求めた平均上延速度として 153km/sec.，叉最大越度は 400km/i飽 c. としてゐたが最近では

もっと大たる速度で上程するものが績々観測されるやうにたれ 500km/s伺・に建したものも知ら

れてゐる．今度の紅焔は一都分ではあるが 800kln／制c.以上に越したのであって，斯様1i例は未だ

• Ap. J., 70, 9, 1982. 
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知られてゐたいのでは君主いかと思はれる．倫，此の紅焔の前傘期間中はスペクトJレ線の大なる紫色

製位を示し，相官大なるJ視線越度〈接近〉 ．が起って居たが，上延辿度測定に迫はれてスペクトル線

の鑓位を測定し得たかったととは差是念であった．

IY，此の紅焔の初期卸ち Sh40田頃から十数分聞に於ける共の基部の光都の強大なるととは，説

線速度の大なると之と共に未だ前例を見ざる程で，特に光卸は民映い感を懐かしめた．官i；ふに 81140"'

頃から稀有の大爆強が突裂したのであらう．

倫，宮町の Sh45mに無線電信に障碍を起して居る”が，共の原因が此の紅焔にあるのでは汲か

らうかと考へる．対島面の子午榔付近に於ける水素の特殊暢裂がデリンジ十戸現象の原因であると

考へられてゐる今日に於ては，一概に此の紅焔と結び付けて考へるととは出来たいが，時刻は金〈

一致して居り，叉紅焔の大遺産，大光輝に特徴が存在するので，若し太陽面の車先部民像に特別注

意に鈍する爆蛮の認められぬ待は繭者を結び付けて考へるととが可能であらう．

y，紅焔は太陽面に射影された場合には白演とし・亡知られてゐるもので，金〈隔者は同一物であ

る．此の白斑と黒舗とには費接買に闘係のあるととが多い．

今度の紅焔は爆裂性のもので共の永続性は疑はしく，叉 4月27日には依測のため詳細は不明で

あるが， 28日の碗測では紅焔費生附近に相嘗大主主る黒鮪群No.1325,No.1326が出現してゐる．そ

とで今，夫等黒鞘群と白斑とから類推した大紅焔の位臨等に闘して一二の場合を吟味して見ょう．

(1）.問題の紅焔治法〈太陽の縁縫〈子午線東9的に突聾したものとすると， 28日撮影の太陽商

務員上では紅焔費生位置として子午線東但・附近と"!J..る．此の位置はお民の矢印で示す部分に相奮

し，此の位置には白斑の存在が小規模たがら見るととが出来る．叉 26日の紅焔観測〈第 1闘参照

に依ると大紅焔の左布10撒度に亙り紅焔群が見られるが，今之等が黒星占群No.1325, No. 1326の

附近に現はれたものと考へると矢印は共の中央部に位し，紅焔観測結果と飽〈一致する．倫此の郁

分の白斑が小規模たるととは此の大紅焔が愈激に衰滅したと考へるととに依り説明出来ょう．

(2). 29,30の雨自の太陽お民に依ると No.1325の後続黒動b附近から No.1326 の方向に大規

模の白斑が見られ，其の形も大前．焔の夫れと能〈一致してゐるととに無付〈．そζで今，此の白斑

が大紅焔の聾骸として 26日の大爆直営時の程度を求めると 18.06だけ太陽の裏面に入った所とな

る．此の仮定から大紅焔の基都の太陽商に怒られた高さを求めると約 33,000kni.となる．従って此

の紅焔の務質上の上延は 350,000kmを越え，叉上延越度も前述の航より大と怠るととにたる．

以上ニつの場合はさをく推設の程度に止まれ何慮まで信用出来るかは疑問でるるが，何れにせよ

No. J3泌附近から大紅越が澄生したととは疑ひの富余地はない．

”Report of R岨ioRese11rcb in Japan. 
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倫，No.1925の b黒動は共の後精蜜謹したが 5月 2自には介裂を始め，4aには消域して居

り，業の代りに N~. J326.の前後には多数の黒輸が費生して居る．多分大担瀦が此の No.1326附

近に降下し夫等白黒踏を形成したものではあるまいか．

(19.泊年 5月 10日 布告岡地磁紙狼測所にて〉

附記.4月 26日 8＂街”の無税電信障碍と此の大紅焔とに就いては，共の後東京天文蔀の 開ロ

高長の御用L窓に依り，蛍日の太陽面の特殊燥設を調査して敏いた結果．常日は大紅焔と反

掛側の韓掛附近tt:Caの小爆蛮が見られたのみの由であっ？と．従って此の大紅焔が無線障

碍の原因と考代るととにー居硝貴性を加へるに至ったととを信じ，此慮に関口事長の御厚

斌を感謝するものである．
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